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A LETTER FROM SPring-8 USERS

私が所属する岡山大学固体地球研究センターは、
SPring-8から車で2時間の距離に位置しており、
SPring-8を利用するのに非常に便利な場所にありま
す。また、スタッフメンバー12名中5人は超高圧実
験を主な研究手段としてきた人間で、みな意欲的に
SPring-8を活用して研究を進めていこうとしていま
す。このように、我々のグループはSPring-8の大型
プレス、SPEED1500の強力な使い手になるポテン
シャルをもっているはずなのですが、大きな欠点も

いくつか持っています。そのひとつは、超高圧その
場X線回折実験の経験のある人間がほとんどいなか
ったことです。ラジオグラフィーで仕事をしたこと
のある者は一人いましたが、他は放射光実験のすべ
てにまったくの素人でした。もう一つは、学生がい
ないため、研究グループの平均年齢が40歳と、大学
としてはかなり高いことでした。
このような条件のもと、我々がとった立ち上げ期

の実験方針は、他の研究グループの方々がこれまで

ます。もっとも、街灯も無く真っ暗な歩道をただ
黙々と歩く侘びしさは今も変わりありませんが…。
さて、私が初めてSPring-8を訪れたのは昨年の12月
のことでした。岡山空港からレンタカーでたどり着
いた私を、SPring-8はあらゆる意味で驚かせてくれ
たことを覚えています。まず、周囲に何もないのは
私の想像を遙かに越えておりました（夜中の測定の
合間に摂る補食を調達する為の最寄りのコンビニは
SPring-8から気持ちよいワインディングを北に下る
ことなんと7km！）。姫工大が近くにあるので、学
生相手のコンビニや食堂が近所に点在していても良
さそうなのですが…。営業が始まったらすぐに行か
ないと、メニュー選択の余地すらなくなってしまう
食堂（そうとは知らず遅くに利用した私はカレーか
素ウドンのみという状況に陥り、育ち盛りゆえ、妙
な組み合わせでしたがその両方を選択したのでし
た）。しかしSPring-8の魅力はそれらの不満点を補
って余りあるものでした。近代的な規格で設計され
ている、設備の整った非常に快適なユーザー宿舎！
（実験の都合上、その素敵な宿舎で休めたのがわず
かな時間でしかなかったのが悔やまれます？）。そ
して何よりも、高輝度のリングがもたらす快適な実
験環境です。100mのビームラインがひける設計だ
という広々とした実験ホールで、利用したビームラ

インは蛋白質結晶構造解析用のBL41XU。BLの管理
をしていらっしゃる方々の指導の下、高輝度ビーム
の威力を生かした迅速なデーター収集を進めること
が出来ました。蛋白質の結晶構造解析分野における
高輝度ビームの利点は、露光時間を短くすることが
でき、データー収集を高速化できる他、露光時間短
縮により、結晶がＸ線から受ける損傷を低く押さえ
ることが出来るという点です。これにより必要とさ
れるデーターを一つの結晶からより多く得ることが
出来るようになります。また、これまで実験室系の
測定器はもとより、PFでは満足な反射が得られな
かった様な小さな結晶からデーター収集が出来る可
能性があります。SPring-8の登場は蛋白質Ｘ線結晶
構造解析に多くのメリットをもたらしてくれるでし
ょう。ユーザーの一人として、新世代の放射光施設
SPring-8への期待は高まる一方です。
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に培った手法はできるだけ使わずにおいて、これま
であまり採用されていない手法を試そうということ
でした。BL04B1は白色X線のラインなので光学系
としては何も問題はないはずであり、高圧装置自体
も実績のあるものなので、これからの問題は高圧セ
ルの中身であろうと考え、ここにできるだけ新しい
工夫を施すことを試みました。我々は超高圧その場
X線実験に関して何の財産も無いのですから、それ
をばねにして新しい手法を試せるだけ試し、その結
果、超高圧その場X線実験の進歩に少しでも寄与で
きればと考えました。
昨年10月初めに試行期間が始まると、ありがたい

ことに10、11、12月にそれぞれ約3日ずつと、合計
するとかなり長いビームタイムをいただくことがで
きました。おかげで、計画どおり高圧セルのアセン
ブリを色々工夫して試してみることができました。
まずヒーターとして、レニウムとランタンクロマ

イトの円筒ヒーターを試しました。今までのその場
観察用の高圧セルでは、広い領域をみることができ
るように、X線に対して透明なグラファイトの円筒
ヒーターか、入射線と回折線に平行なシート状のヒ
ーターの2種類が主流でした。けれども回折角度が5
～6°と小さいので、ヒーターをX線に平行な配置
にし、ヒーター内部を透明にしておけば、重元素を
含む材料からなる円筒ヒーターを用いても、試料の
観察は可能であろうと考えました。試してみたとこ
ろ、レニウムは多数の回折パターンを収集できるほ
ど長時間はもちませんでしたが、ランタンクロマイ
トは結構上手く行きました。ランタンクロマイトは
制御が難しいので、岡山大の高圧装置用に製作した
超高圧実験用加熱システムをSPEED1500に移植す
ることによって、安定に加熱できるようにしました。
ただし、ランタンクロマイトは当たり外れがあって、
駄目なときは全く働かないことが現在でも問題にな
っています。
圧力媒体の材質としては、ジルコニア単独とマグ

ネシア＋ジルコニア複合型を試しました。高温高圧
実験では加熱によって圧力が抜けるようなので、で
きるだけ断熱を良くして圧力低下を防ごうと考えま
した。ジルコニアは断熱材の代表格だけあって、高
温では加熱に伴って圧力が落ちるどころか、圧力は
かえって上がっていきました。ただし、逆に低温領
域で圧力が上がらないのが欠点であることも明らか
になりました。現在はマグネシア＋ジルコニアの複
合型を使っていますが、どのような形で組み合わせ

るのがベストか、まだ結論が出ていません。
このほか、熱電対の配置の仕方、試料の前処理法、

試料の置き方、圧力マーカーの種類、圧力媒体のサ
イズ、ガスケットのサイズなど色々試したのですが、
書き出すと本当にきりがないので実験法自体につい
てはこのくらいで置いておきます。
実験法と平行して、他のことも色々学びました。

一つは実験メンバーの編成です。試行期間というこ
ともあって人をたくさん呼んだのですが、人数が多
すぎると現在の状況の飲み込めない人が出てきたり
して、メンバーが多すぎるのは考え物だと感じまし
た。けれども、高圧実験は一つのランが長時間かか
るにもかかわらず、規則上8時間ごとに交代しなく
てはいけませんので、やはり交代人員が必要です。
また、中高年の集中力には限りがあって、疲れてく
ると日ごろは全くしないようなミスをすることも痛
感しましたので、交代要員は多数用意しなくてはな
らないというジレンマも出てきました。そこで、ア
センブリ作成係とオペレーション係は基本的に分
け、さらに、オペレーターは技量ごとに3つのクラ
スに分けて、各クラス内でしっかりローテーション
を組むようにしました。このように書くと簡単なこ
とのようですが、自分が苦労して作成した高圧セル
での実験をオペレーションできないのは、人情とし
て非常に辛いものです。またその他の人も、どうし
ても実験の行方を見ていたいため、非番になっても
ずっと残って見ていることが多く、ローテーション
は破られがちでした。
試行期間を振り返ってみると、素人集団にしては

良くやったかなという気もしますが、やはりちょっ
と無謀な方針だったと少々反省しています。ですが、
今回の我々のt r y - a n d - e r r o rが無駄にならず、
SPEED1500での高圧その場X線観察実験の進歩に寄
与できるよう、これからも努力していきたいと考え
ています。
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